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その算定手法の確立を目的としているo まず第 2 章では模型実験によりリブ付床版に作用する揚圧力の
基本的な特性を調べ， リブ下面が静水面より下にある場合(半没水)と， リブ下面が静水面より上にあ
る場合とで揚圧力の特性が大きく異なり，衝撃的で強大な揚圧力は後者の場合にのみ生じることを明ら


























(2) 上記衝撃揚圧力には空気圧縮型 (Bagnold型)と水面接触型 (Wagner型)の二つのタイプがあり，
この発生機構はリブ下端よりの空気の漏出及びリブと床版で固まれた空気室の空気の圧縮・漏出によっ
て強く影響されることを実験的に明らかにし，空気の効果を考慮した揚圧力の数値計算手法を提案し
ている。
(3) またリブ下面が半没水状態における空気と波との相互干渉効果を考慮した構造物まわりの波の変形
及び揚圧力の解析手法を提案し，実験的にその妥当性を確かめているO
(4) 最後に衝撃的揚圧力の生じる場合の実験における模型縮尺の効果を上述の数値計算手法を用いて論
じ， Bognold 則の適用しうる縮尺の下限値SLの存在を明らかにしている。そして模型実験結果の現
地への換算手法を示し，実験結果と数値計算結果を比較し，その妥当性を証明しているO
以上のように，本論文は海岸工学・港湾工学上貢献するところ極めて大である。よって本論文は，博
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士論文として価値あるものと認めるo
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